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「浜松自動運転やらまいかプロジェクト」とは

⇒「交通空白地における交通弱者の足の確保」を
４者で取り組む課題に選定 1

平成28年連携協定締結



○公共交通の新たな手段を確保するため、自動運転車両を活用した交通システム
の実用化を目指す。
○緊急事態発生時の対応や遠隔監視などを含む、長期間での自動運転運行体制の実
現を目指す。

最終的な公共交通サービスの形

第3回実証実験の形

定時・定路線車両

予約アプリ 運行管理
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第4回実証実験の目的
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第3回実証実験での課題 ➡ 第4回実証実験での取組み

利用者にとって乗車しやすい運行計画と
運用時の実施体制の検証が必要 ➡

取組み①
長期間の運行で乗車機会を増やし、予約システム
や自動運転に必要な遠隔監視システムといった一
連の運用を行い、実施体制を検証する。

ユーザーニーズの収集（第3回実証実験
では関係者のみの乗車） ➡ 取組み②

長期間での実証実験を実施し、一般ユーザーのニー
ズを収集する。

自動運転(Lv2相当）区間の拡張に向けた
機能の追加 ➡

取組み➂
走行区間の拡張、交差点での右左折、一時停止、橋
梁の走行、信号認識。

第3回実証実験の課題に対する第4回での取組み



目 的 ：浜松市の交通課題を解決し、持続可能な公共交通の
あり方を探るため、将来の自動運転の実用化を見据えた
自動運転（Lv2相当）の検証及びユーザーニーズを
収集する実証実験を行う。

場 所 ：浜松市中央区庄内地区

ルート ：パルパル（バス停）～白洲公民館経由
～山崎（バス停）を結ぶルート(右図)

距 離 ：片道約9.1km
形 態 ：自動運転技術（Lv2相当）による走行

期 間 ：令和5年11月28日（火）～令和6年2月17日（土）
火・木・土曜日の午前9時～午後4時の時間帯
に運行（運行ダイヤは次ページ参照）

利用者 ：359名（関係者を含む）※事前予約制

乗 車 ：無料

車 両 ：小型自動車（スズキ ソリオ）2台
乗車可能人数は最大2名（ドライバー・監視員を除く）

第4回実証実験の概要

赤色は自動運転（Lv2相当）による走行区間
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スマートフォンによる乗車予約画面

遠隔監視画面車両（小型自動車）
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実証実験開催のリーフレット



遠隔監視・乗車予約・車内案内システムの概要

車両
（スズキ ソリオバンディット 自動運転レベル2）

乗車予約
（乗客スマートフォン）

遠隔監視（境町セネック事務所）

遠隔監視（現地事務所）

車内案内
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第4回実証実験での取組みに対する検証
取組み①
実施体制の検証について

良かった点

• 予約から運行、遠隔監視に至るまでの一連の運用の検討を行い、約3か月
間継続して想定した運用を実施することができた。

• 監視体制は現地の監視センターと茨城県境町の遠隔監視センターとを併用
した。緊急時対応の模擬訓練を実施し、境町の遠隔監視センターとの連携
を確認できた。

今後の改善点

• 運行前半はスマートフォンからのLINE予約のみの運用であり、スマート
フォンでの予約操作が難しい方が多く予約できないという問題があった。
事業後半では試験的に電話予約を受け付けた。

• 一部、電波の悪い区間があり、遠隔監視システムから監視ができない区間
があった。

試乗車によるアンケート結果
「今後の利用意向について」

回答数 割合(%)

希望する 47 67.1 

どちらかというと希望する 20 28.6

どちらかというと希望しない 2 2.9

希望しない 1 1.4 

合計 70 100 

「希望・どちらか
というと希望」と
回答した人が9割を
占め、前回の実証
実験より5％ほど利
用意向が増加しま

した。
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第4回実証実験での取組みに対する検証
取組み②
ユーザーニーズの収集

良かった点
• 一般ユーザーの方に乗車いただき、アンケートを収集し、ユーザー目線の
意見を得ることができた。

• 試乗された方以外に、試乗していない方にもアンケートを収集することが
できた。

今後の改善点

• 沿線住民の方の利用が少なく、自動運転車を体験してみたい沿線住民以外
の体験乗車が多い状況であった。（アンケート回答者の属性から推察）

• 沿線住民の方の本実証実験の認知度は高いものの、利用にはつながらな
かったため、住民が利用しやすいようにアンケート等を参考に改善してい
く。

試乗者によるアンケート結果
「現状の移動手段に課題を感じているか」

回答数 割合(%)

感じる 21 30.0 

どちらかというと感じる 21 30.0 

どちらかというと感じな
い 15 21.4

感じない 13 18.6 

合計 70 100.0 

現状の移動手段に
課題を少しでも感
じている人は6割に
のぼり、理由は
「利用できる公共
交通の本数が少な
い」と回答した人
が7割であった。
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第4回実証実験での取組みに対する検証
取組み➂
自動運転(Lv2相当）区間の拡張に向けた機能の追加について

良かった点
• 前回の実証実験では実施していなかった交差点での右左折、一時停止、橋
梁での走行を実施。

• 自動運転区間を拡大して走行することができた。

今後の改善点 • 長期間走行することにより、手動介入が必要な要因について様々な状況で
データを得ることができた。次回のフィードバックに活かします。

試乗者によるアンケート結果
「乗車中に不安や危険を感じる
ことがありましたか？」（第3回実証実験との比較）

94.2
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87.1 

12.9 
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第3回

第4回

（％）

第3回実証実験時より
も乗車中に不安や危
険を感じると回答し
た人が7％増加。
自動運転区間や機能
の拡大が要因の1つと

推察。



自動運転やらまいかプロジェクト第4回実証実験 振り返り

（1）自動運転による
持続的な公共交通の
検討

・桜台ショッピングセンターのお買い物バスとの接続や交通結節点である山
崎バス停との接続で利用者にとって利便性の高い運行経路、ダイヤ設定と
なるように努めた。
・アンケート結果から、現在の公共交通に課題を感じている人が多く、9割
の人が自動運転車両の今後の利用意向があると回答し、期待の高さがうか
がえる。
・新たな公共交通手段としての自動運転車両を目指し、より多くの住民の方
に利用してもらうために、継続的な運行による定着と周知の拡大に努める
とともに、経路やダイヤを含めたニーズ把握とコストの検討が必要。

（2）自動運転運行体
制 ・約3か月間にわたり実証実験を実施したことで、予約、運行、遠隔監視、

緊急時の対応といった一連の運用を構築することができた。

（3）自動運転に対す
る受容性

・今回使用した自動運転車両（Lv2相当）では、交差点での右左折や一時停
止、橋梁の通行が可能になり、第3回実証実験と比較して自動運転区間が
拡大した。
・第3回実証実験時よりも乗車中に不安を感じると回答した人の割合が高く
なった。これは自動運転区間が拡大したことで、「右左折」や「対向車と
のすれ違い」が増えたためと推察される。

・自動運転の受容性向上に向けて、車両の安全性や利便性を高めるとともに、
多くの方に自動運転車に乗車してもらえるよう努めていく。

（4）遠隔管制セン
ターからの遠隔監視

・遠隔管制センターからの遠隔監視は概ね正常に稼働していたが、実証実験
中に通信が途切れる地点があり改善が必要である。
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自動運転やらまいかPJ第4回実証実験結果総括
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今回の実証実験を通じて、予約から運行、遠隔監視に至る
までの一連の運用を構築し、長期間にわたる検証を行うこと
ができた。加えて自動運転での一時停止や交差点右左折を実
施し、自動運転機能の充実を図った。
一方で、自動運転運行体制の見直し（より少人数での運営
の検討）やさらなる自動運転区間の拡大といった今後取り組
む事項について確認することができた。
今後も実証実験を通じて、課題の抽出と解決を繰り返し、
将来の自動運転実用化に向けて４者間で議論を継続してい
く。



徐々に自分で動ける範囲が狭くなっていく現状
少子高齢化、免許返納、過疎化、公共交通の再編など

【課題】浜松市民の活動（行動）範囲の状況
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＜参考＞浜松自動運転やらまいかプロジェクト



【目標】やらまいかプロジェクトで描く将来の公共交通サービスの形
自分で行きたくなったら自分で行ける“しくみ”を作る。
自分の意思で動ける範囲が広がっていきいきしてくる。

＜参考＞浜松自動運転やらまいかプロジェクト



ご協力ありがとうございました


